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開会 午前１０時００分 
〇議長（秋山豊彦君） 

 開会にあたり、一言ごあいさつを申し上げます。 
 議員各位には、年度末の公私ともお忙しい中、本定例会にご参集を賜り、厚く御礼申し上げます。 
 はじめに、岩手県大船渡市の大規模山林火災において被害にあわれた方、なお現状、愛知県、愛

媛県、宮崎県等々で山火事、大変な状況にあることは皆さま方、承知だと思いますが、等々の皆さ

ん方も一日も早く鎮火することを願うものであります。 
 なお、峡南地域も山林の多い地域でありますので、対岸の火事とせず、われわれも日ごろから防

災・減災の意識を持つ必要があると強く感じたところであります。 
 議員各位におかれましては、体調管理に十分に気をつけていただき、ご自愛の上、峡南地域発展

のために引き続きご協力をよろしくお願いいたします。 
 後刻、代表理事より諸議案が提出されますが、何とぞ慎重審議をお願いいたします。 
 併せて、本定例会の議事が円滑に進行できますよう、格段のご協力をお願い申し上げ、あいさつ

に代えさせていただきます。 
 ただいまの出席議員は１１名。 
 定足数に達しておりますので、令和７年第１回峡南広域行政組合議会定例会を開会といたします。 
 直ちに本日の会議を開きます。 
 なお、第１０番 広島法明君から欠席届が提出されておりますので、ご報告をいたします。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（秋山豊彦君） 
   日程第１ 会議録署名議員の指名を行います。 

 本定例会の会議録署名議員は、峡南広域行政組合議会会議規則第１０８条の規定により第６番 井

上光三君、第９番 佐野知世君を指名いたします。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（秋山豊彦君） 
   日程第２ 会期の決定を議題といたします。 

 本件につきましては、議会運営委員会において協議されておりますので、その結果について議会

運営委員長より報告を求めます。 
 議会運営委員長、第７番 深澤渡君。 

〇７番議員（深澤渡君） 
 議長の命により、議会運営委員会の報告をいたします。 
 令和７年第１回峡南広域行政組合議会定例会の会期等につきましては、本日、議会運営委員会を

開催し、協議いたしました。 
 その結果、会期は３月２６日、本日１日とし、審議日程は日程第１から第１７まで、いずれも本

会議において審議いたしたいと思います。 
 以上、議会運営委員会の報告といたします。 

〇議長（秋山豊彦君） 
 お諮りします。 
 本件につきましては、議会運営委員長の報告のとおり、決定することにご異議ございませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
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 よって、会期は本日１日間とすることに決しました。 
  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（秋山豊彦君） 
   日程第３ 諸般の報告を行います。 

 説明員の報告ですが、今定例会に説明員として出席通告のありました者の職氏名を一覧表として

お手元に配布しておきましたので、ご承知願います。 
 次に、例月出納検査の報告ですが、別紙例月出納検査報告書の写しをもって報告に代えさせてい

ただきます。 
 次に、代表理事からの行政報告ですが、代表理事が関係した令和６年第２回議会定例会以後の主

な行事の配布をもって報告に代えさせていただきます。 
 以上で諸般の報告を終わります。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（秋山豊彦君） 
   日程第４ 代表理事施政方針並びに議案の説明。 

 代表理事からの施政方針並びに議案説明を求めます。 
 望月代表理事。 

〇代表理事（望月幹也君） 
 改めまして、おはようございます。 
 寒暖差の激しい日々が続きましたが、桜の花も開き、いよいよ春を感じられる良い季節になって

まいりました。 
 本日ここに、令和７年第１回峡南広域行政組合議会定例会の開会にあたりまして、提出いたしま

した案件の主なものについて、その概要をご説明申し上げますとともに、私の所信の一端を申し上

げ、議員各位ならびに地域の皆さまのご理解とご協力をお願い申し上げる所存であります。 
 今年は日本の人口のおよそ５人に１人が７５歳以上となり、高齢化が一段と進むことで様々な問

題が顕在化し、人口構造が激変する、いわゆる「２０２５年問題」と言われる年でございます。超

高齢化社会の到来によって、医療や介護、雇用など幅広い分野で深刻な影響が予想されます。 
 峡南地域におきましては、すでに超高齢化の状況にあることから、この状況を打開していくため

に、ＤＸの推進による業務効率化、より柔軟な働き方の実現、多様な人材の確保等、幅広い視点で

様々な取り組みを進めることが必要となっています。 
 また、世界情勢の変化など背景に、大きな課題が山積する時代ですが、一つひとつに真摯に向き

合い、これからも豊かで安心して暮らすことのできる、持続可能な峡南地域の実現に向け、着実に

体制を整え、更なる向上に努めてまいります。 
 地域に目を向けますと、昨年１２月２６日から２８日にかけて、市川三郷町落居地内での山林火

災が発生し、１４ヘクタールを焼失した火災をはじめ、その後も県内で４カ所、２２０ヘクタール

の山林を焼失いたしました。また岩手県大船渡市では、２月から３月にかけて２，９００ヘクター

ル以上を焼失した大規模山林火災が発生し、甚大な被害に見舞われました。心からお見舞いを申し

上げたいと思います。 
 緊急援助隊１５都県から５５０隊２，０４０人が派遣され、自衛隊ヘリ１１機、防災ヘリ１１機、

県警ヘリ１機、計２３機で消火にあたり、平成以降、最大の山林火災は１２日間の延焼の後、鎮圧

をいたしました。 
 しかし、ほっとしたのも束の間で、またもや愛媛県、岡山県、宮崎県で山林火災が発生し、民家
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への延焼や住民避難指示が現在、出されているところでもあります。 
 当消防本部におきましても、住民の生命・財産を守るべく、今後、予期せぬ災害に備え、消防本

部はもとより、各所属職員の対応策の徹底はもちろん、スピード感をもって対策等、地域住民の期

待に応えるべく十二分な対応ができるよう、日々問題意識を持って対応にあたるよう指示をしてい

るところであります。 
 それではこれより、議案の説明をいたします。 
 まずは、提出いたしました条例案等でございます。 
 議案第１号 峡南広域行政組合災害弔慰金等支給審議会条例制定の件、議案第２号 峡南広域行

政組合災害弔慰金等支給審議会の委員の報酬及び費用弁償に関する条例制定の件、議案第３号 峡

南広域行政組合刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例制定の件、

議案第４号 峡南広域行政組合職員の勤務時間、休暇等に関する条例中改正の件、議案第５号 峡

南広域行政組合職員給与条例中改正の件、議案第６号 地方公務員法の一部を改正する法律の施行

に伴う関係条例の整備に関する条例中改正の件、以上、議案第１号から第６号につきましては、関

係条例の整備に関する条例制定および所要の改正であります。 
 次に、予算につきまして申し上げます。 
 令和６年度一般会計補正予算、ならびに特別会計補正予算につきましては、主に今年度事業の精

査により予算額を増減させていただいております。 
 特に、議案第７号 一般会計の第２表 継続費補正および第３表 地方債補正において、事業全

体のスケジュールに合わせ、進捗率によっての支出となるため変更および入札差金等の更正をさせ

ていただきました。 
 また、議案第９号 介護保険特別会計につきましては、人件費の減額等、不用額の更正をしてお

ります。 
 次に、議案第１０号 令和７年度峡南広域行政組合一般会計予算、議案第１１号 令和７年度峡

南広域行政組合情報センター特別会計予算、議案第１２号 令和７年度峡南広域行政組合介護保険

特別会計予算についてであります。 
 予算案提出にあたり、概要の一端を申し上げ、議員各位のご理解とご協力を賜りたいと存じます。 
 まず、総務費関連では、消防施設を中心とした「峡南広域行政組合庁舎」につきましては、令和

６年事業であります地盤改良工事、盛り土材の搬入等、予定した計画部分の造成工事が終了いたし

ました。また建設工事の実施設計につきましては、令和６年１２月に完了、その後各種手続きを経

まして令和７年２月より着工となっております。当初予算では、令和７年度末の完成を目指し、事

業を推進していくため、所要額を計上させていただいております。ここまで、計画どおりの予算、

スケジュールで進捗していますが、世界的な物価高騰により、計画の見直し等、予測できない状況

も考えられます。今後も都度、議員の皆さまからご助言をいただき、機能性の高い施設を整備した

いと考えております。 
 次に、情報センター関連予算は、峡南５町での共同処理業務については順調に稼働しており今後

も継続しての運用を行ってまいります。また、令和６年度に予定しておりました、戸籍ガバメント

クラウドを活用した戸籍標準化システムへの移行等、メーカーの開発の遅れ等から、延期を余儀な

くされております。今後も自治体クラウドへの対応に注力してまいるものであります。また、その

他のシステム環境の更新、不測の事態への対応等に備え、峡南各町の自治体クラウドへのスムーズ

な移行と各システム関連業務への迅速な対応につなげてまいりたいと考えております。 
 また、慈生園につきましては、令和７年度も引き続き特別養護老人ホーム３０床、ショートステ
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イ４床、デイサービス２５名定員での運営をしてまいりますが、厳しい運営状況である上、小規模

施設であるため、感染者などが発生した場合などは、利用者制限等により減収が生じ非常に厳しい

ものとなってきます。突発的な事態による各部門への職員配置も含め、効率的な施設の運営をはじ

め、今後の施設の在り方や必要性の有無等、幅広い検討を進めてまいります。 
 消防本部につきましては、指令センターの共同化につきまして、国中６消防本部での山梨県国中

消防指令業務等共同運用協議会にて、工事に係る事業費についての検討を重ねております。緊急防

災減債事業債１００％充当、７０％交付税措置の財政上優遇されている事業とはいえ、各町の負担

が最小限となるよう、事業費の精査等、令和８年度当初の稼働を目指し、さらに細部の検討を重ね

て、住民サービスの効率化に向け、鋭意推進してまいります。 
 予算編成につきましては、各町の財政状況を鑑み、構成５町との協議を重ね、必要最低限で効率

的な計上とし、ご理解、ご承認をいただきましたことを申し添えます。それでは、主な予算案の内

容につきまして、ご説明を申し上げます。 
 議案第１０号 令和７年度一般会計予算は、歳入歳出総額を３７億５，８４４万８千円といたし

ました。分担金や負担金および組合債を主な財源とし、歳入の９７．８％を占めております。 
 歳出につきましては、職員人件費、各共同処理運営経費に充当するほか、先ほどもご説明いたし

ましたとおり、庁舎整備準備費に１７億６４６万７千円、また、山梨県国中消防指令業務等共同運

用事務協議会への負担金４億５，４７８万円を計上させていただいています。 
 議案第１１号 令和７年度情報センター特別会計予算は、歳入歳出総額を４，６３４万８千円と

いたしました。 
 情報センター特別会計につきましては、峡南５町および山中湖村の６町村で共同運用している基

幹系業務システムに係る予算となっております。本年度と同様の予算編成をいたしております。 
 議案第１２号 令和７年度介護保険特別会計予算は、歳入歳出総額を２億１，４１１万１千円と

いたしました。 
 特養入所者定員３０床、ショートステイ４床、デイサービス２５名の介護保険運営事業を柱に福

祉サービスを提供してまいります。非常に厳しい財政状況ではありますが、安定的な財源確保と、

業務改善による経営基盤の強化に努めてまいります。 
 ご提案いたしましたいずれの議案等につきましても、ご議決いただけますようお願いを申し上げ

ます。 
 議員の皆さまには慎重な審議をいただくと共に、本定例会に際し、深いご理解とご協力をお願い

申し上げまして、私の施政方針および議案説明とさせていただきます。 
 よろしくお願いいたします。ありがとうございました。 

〇議長（秋山豊彦君） 
 代表理事の施政方針並びに議案の説明が終わりました。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（秋山豊彦君） 
   日程第５ 議案第１号 峡南広域行政組合災害弔慰金等支給審議会条例制定の件を議題といたします。 

 提案理由および内容説明を求めます。 
 清野事務局長。 

〇事務局長（清野忍君） 
 それでは、お手元にお配りしてございます定例会議案をおめくりいただきたいと思います。 
 １ページをお開きください。 
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 議案第１号 峡南広域行政組合災害弔慰金等支給審議会条例制定の件について、説明させていた

だきます。 
 代表理事からもありましたとおり、すでに構成町でご議決をいただいております、当組合の規約

を一部変更し、災害弔慰金支給等に関する法律第１８条における、災害弔慰金及び災害障害見舞金

の支給に関する事項の調査審議に関する事務を行うことに伴いまして、峡南広域行政組合災害弔慰

金等支給審議会を設置することにより、審議会設置に必要な事項を本条例のとおり制定するもので

ございます。 
 第２条、所掌事務のほか、第３条では委員の人数を定め、保健医療関係者、弁護士等の法律に関

する学識経験者等、専門的な知識を必要とするもののうち、代表理事が任命することとなっており

ます。 
 第４条以降、任期等必要事項を定めております。 
 この条例は令和７年４月１日から施行されるものです。 
 以上、議案第１号の説明とさせていただきます。ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

〇議長（秋山豊彦君） 
 提案理由および内容説明が終わりました。 
 これより議案第１号 峡南広域行政組合災害弔慰金等支給審議会条例制定の件について、質疑に

入ります。 
 質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑なしと認めます。 
 これから討論を行います。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論なしと認めます。 
 お諮りします。 
 本案は、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、本案は原案のとおり可決することに決しました。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（秋山豊彦君） 
   日程第６ 議案第２号 峡南広域行政組合災害弔慰金等支給審議会の委員の報酬及び費用弁償に関す

る条例制定の件を議題といたします。 
 提案理由および内容の説明を求めます。 
 清野事務局長。 

〇事務局長（清野忍君） 
 それでは、３ページをお開きください。 
 議案第２号 峡南広域行政組合災害弔慰金等支給審議会の委員の報酬及び費用弁償に関する条例

制定の件について、説明させていただきます。 
 災害弔慰金等支給審議会の設置に伴い、第１条（趣旨）のとおり委員の報酬及び費用弁償につい

て必要な事項を定めるものであります。 
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 第２条、委員の報酬、第３条、費用弁償につきましては、別表をご覧ください。それぞれ別表に

ありますが、報酬額につきましては、別表第１のとおり県外広域事務組合、市町村、当組合介護認

定審査会の報酬額を参考に定めております。 
 また、委員の費用弁償につきましては、別表第２、第３のとおり、既存の委員会同様となってお

ります。 
 第４条以降は、支給方法等必要な事項を定めております。 
 この条例は令和７年４月１日から施行するものでございます。 
 以上、議案第２号の説明とさせていただきます。ご審議、よろしくお願いいたします。 

〇議長（秋山豊彦君） 
 提案理由および内容説明が終わりました。 
 これより議案第２号 峡南広域行政組合災害弔慰金等支給審議会の委員の報酬及び費用弁償に関

する条例制定の件について、質疑に入ります。 
 質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑なしと認めます。 
 これから討論を行います。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論なしと認めます。 
 お諮りします。 
 本案は、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、本案は原案のとおり可決することに決しました。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（秋山豊彦君） 
   日程第７ 議案第３号 峡南広域行政組合刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理

に関する条例制定の件を議題といたします。 
 提案理由および内容説明を求めます。 
 清野事務局長。 

〇事務局長（清野忍君） 
 ６ページをお開きください。 
 議案第３号 峡南広域行政組合刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関す

る条例制定の件について、説明させていただきます。 
 懲役及び禁固を廃止し、これらに代えて「拘禁刑」を創設することに伴い、刑法等の一部を改正

する法律（令和４年法律第６７号）及び刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係法律の整理

等に関する法律（令和４年法律第６８号）が施行され、所要の改正をするものであります。 
 附則といたしまして、この条例は令和７年６月１日から施行するものであります。 
 第２項以降は経過措置についてとなっております。 
 以上、議案第３号の説明とさせていただきます。ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 
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〇議長（秋山豊彦君） 
 提案理由および内容説明が終わりました。 
 これより議案第３号 峡南広域行政組合刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整

理に関する条例制定の件について、質疑に入ります。 
 質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑なしと認めます。 
 これより討論を行います。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論なしと認めます。 
 お諮りします。 
 本案は、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、本案は原案のとおり可決することに決しました。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（秋山豊彦君） 
   日程第８ 議案第４号 峡南広域行政組合職員の勤務時間、休暇等に関する条例中改正の件を議題と

いたします。 
 提案理由および内容説明を求めます。 
 清野事務局長。 

〇事務局長（清野忍君） 
 ９ページをお開きください。 
 議案第４号 峡南広域行政組合職員の勤務時間、休暇等に関する条例中改正の件につきましては、

社会情勢の変化に鑑み、仕事と家庭が両立できる職場環境の整備を実現するため、育児休業、介護

休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律及び次世代育成支援対策推進法の一部を

改正する法律（令和６年法律第４２号）が令和７年４月１日から施行されることに伴い、関係条例

について所要の改正を行うものでございます。 
 第８条関係では、育児のための時間外勤務の制限の対象となる子の範囲を拡大し、「３歳に満たな

い子」を「小学校就学の始期に達するまでの子」に改めています。 
 また、第１５条関係では、介護休暇取得における要介護者の範囲を「配偶者等」から「配偶者（届

け出をしていないが、事実上婚姻関係と同様の事情にあるものを含む。）、父母、子、配偶者の父母、

その他規則で定めるもので、負傷、疾病または身体上もしくは精神上の障害による介護と明記をす

るものでございます。 
 また、１７条関係では、仕事と介護の両立に資する制度等の周知、また意向確認のための措置、

ならびに当該制度等を利用しやすい勤務環境の整備に関する措置を講じております。 
 最後に、新旧対照表９ページをご覧いただきたいと思います。 
 別表第１の１２「子の看護休暇につきましては、小学校就学の始期の達する子」を「９歳に達す

る日以降の最初の３月３１日までの間にある子」と改めて、こちらの範囲も拡大しております。 
 この条例は令和７年４月１日から施行するものでございます。 
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 以上、議案第４号の説明とさせていただきます。ご審議、よろしくお願いいたします。 
〇議長（秋山豊彦君） 

 提案理由および内容説明が終わりました。 
 これより議案第４号 峡南広域行政組合職員の勤務時間、休暇等に関する条例中改正の件につい

て、質疑に入ります。 
 質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑なしと認めます。 
 これより討論を行います。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論なしと認めます。 
 お諮りします。 
 本案は、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、本案は原案のとおり可決することに決しました。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（秋山豊彦君） 
   日程第９ 議案第５号 峡南広域行政組合職員給与条例中改正の件を議題といたします。 

 提案理由および内容説明を求めます。 
 清野事務局長。 

〇事務局長（清野忍君） 
 １１ページをお開きください。 
 議案第５号 峡南広域行政組合職員給与条例中改正の件について、説明をさせていただきます。 
 令和６年人事院及び山梨県人事委員会より、給与改定が勧告されたことに伴い、社会と公務の変

化に応じた給与制度の整備の観点から、所要の改正を行うものであります。 
 まず改正文の中段にございます第１１条関係ですが、扶養手当の額を定めております。第３項中、

配偶者を「６，５００円」から「３千円」に、２２歳に達する日以降の最初の３月３１日までの間

にある子を「１万円」から「１万１，５００円」に、それ以外の扶養対象者、ここでいう第３号か

ら第６号のいずれかでございますが、今までどおり６，５００円とするものです。 
 第１２条は、扶養手当の支給方法についての条項ですが、これを削除し規則で定めることといた

しております。ただし、第２条で説明いたしますが、これは１年間の経過措置となっております。 
 第１４条は通勤手当となりますが、語句の訂正のほか、従来、鉄道定期券の月額の上限を５万５千

円とし、これを超える場合は、定期券の単位期間の月数を乗じて得た額といたしておりましたが、

新幹線通勤等、モータリゼーションの変化により、上限金額を１５万円に改め、その詳細を定めた

ものでございます。当組合には、該当者は存在しておりません。 
 次に第２４条の２、管理職員特別勤務手当でございますが、語句の訂正のほか、支給対象の勤務

時間を週休日等以外の日の「午前零時から午前５時」を「午後１０時から翌日の午前５時」までに

拡大したものでございます。 
 第２７条、特定職員についての適用除外でございます。これは住居手当を定年前再任用短時間勤
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務職員には適用しないこととなっておりましたが、第２項中、「から第１３条まで」を削り、適用す

るものといたすものでございます。 
 なお、別表第１から第４までは３級以上、介護職は２級以上の給料表の改正となっております。

下の号給切り替え表にありますとおり、切り替え後の給料月額は、切り替え前と比較いたしまして

同額となっております。 
 最後に、第２条関係となります。 
 先ほど説明させていただきました経過措置後の内容でございますが、第１１条第２項第１号を削

り、第３号から第６号までを繰り上げ、同条第３項中、これは配偶者に対する扶養手当でございま

すが、これを削り、２２歳に達する日以降の最初の３月３１日までの間にある子に対しまして「１万

１，５００円」から「１万３千円」にそれぞれ改めるものでございます。 
 附則といたしまして、施行期日は、令和７年４月１日とし、第２条におきましては、令和８年４月

１日から施行となってございます。 
 以上、議案第５号の説明とさせていただきます。ご審議のほど、よろしくお願いいたします。 

〇議長（秋山豊彦君） 
 提案理由および内容説明が終わりました。 
 これより議案第５号 峡南広域行政組合職員給与条例中改正の件について、質疑に入ります。 
 質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑なしと認めます。 
 これより討論を行います。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論なしと認めます。 
 お諮りします。 
 本案は、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、本案は原案のとおり可決することに決しました。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（秋山豊彦君） 
   日程第１０ 議案第６号 地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する

条例中改正の件を議題といたします。 
 提案理由および内容説明を求めます。 
 清野事務局長。 

〇事務局長（清野忍君） 
 ４９ページをお開きください。 
 議案第６号 地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例中改

正の件について、説明させていただきます。 
 先ほど、議案第５号でご議決いただきました内容とリンクしている部分がございますので、よろ

しくお願いいたします。 
 これにつきましては、暫定再任用職員に対しまして住宅手当の支給を可能とするための改正と
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なっております。 
 附則の改正につきましては、令和５年峡南広域行政組合条例第４号の地方公務員法の一部を改正

する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例としてご議決をしていただいているものである

ため、別の改正案として、今回、提出させていただいているものでございます。 
 附則といたしまして、施行期日は令和７年４月１日とするものでございます。 
 以上、議案第６号の説明とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

〇議長（秋山豊彦君） 
 提案理由および内容説明が終わりました。 
 これより議案第６号 地方公務員法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する

条例中改正の件について、質疑に入ります。 
 質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑なしと認めます。 
 これより討論を行います。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論なしと認めます。 
 お諮りします。 
 本案は、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、本案は原案のとおり可決することに決しました。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（秋山豊彦君） 
   日程第１１ 議案第７号 令和６年度峡南広域行政組合一般会計補正予算（第４号） 
   日程第１２ 議案第８号 令和６年度峡南広域行政組合情報センター特別会計補正予算（第２号） 
   日程第１３ 議案第９号 令和６年度峡南広域行政組合介護保険特別会計補正予算（第２号） 

を一括議題としたいと思います。 
 ご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 ご異議なしと認めます。 
 したがって、議案第７号から議案第９号までを一括議題といたします。 
 提案理由および内容説明を求めます。 
 清野事務局長。 

〇事務局長（清野忍君） 
 それでは、５２ページをお願いいたします。 
 まず、議案第７号 令和６年度一般会計補正予算（第４号）は、歳入歳出予算の総額から、それ

ぞれ５，５７２万５千円を減額し、総額を２６億１，７８９万５千円とするものでございます。 
 ５５ページをお開きください。 
 第２表 継続費補正でございます。 
 新庁舎整備事業につきましては、令和５年度から令和７年度までの継続費を組ませていただいて
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おります。令和６年度当初では、土木造成工事、建築工事の一部、付帯工事、また庁舎移転に伴う

光ケーブル管路敷設工事を予定して進めてまいりました。出来高および契約差金等を精査し、総額

を２５億９，６８６万４千円、４，３１３万６千円の減額をいたしました。また、継続費の年割額

を進捗に併せて変更するものでございます。 
 次に５６ページ、第３表 地方債補正でございます。 
 庁舎等整備事業、消防広域化事業につきましては、それぞれの事業の進捗率、契約差金等を精査

することによる補正でございます。 
 第１表につきましては、事項別明細書によって説明を申し上げます。 
 ６０ページをお開きください。 
 歳入でありますが、１款の分担金及び負担金でございます。業務システム運営費負担金、広域ネッ

ト運営費負担金の、２目から３目の合計で、８２４万１千円の減額をさせていただいております。 
 ７５ページに負担金の内訳がございますので、そちらは、後ほどご覧いただければと思います。 
 ２目は、戸籍標準化システムの導入延期による関連機器リース料１４１万円の減額と、国保調整

交付金システムの入札により差金２２万円が生じたことから各町にお戻しするものでございます。 
 ３目は、広域ネットワーク関連調達機器、ソフト更新、またライセンスの更新、機器保守料等の

入札により、それぞれ差金が生じたことから減額することとし、各町にお戻しするものでございま

す。 
 ２款の使用料及び手数料につきましては、１目の予防手数料に、危険物設置許可手数料の収入見

込みを、２目のその他手数料は、情報公開手数料の確定額を計上してございます。 
 ３款の国庫負担金は、能登半島地震の被災地に派遣した緊急援助隊の活動に対し、その活動に国

費が交付されることに伴い、国庫負担金を計上したものでございます。 
 ５款の財産収入は、官公庁オークションに出しました救急車２台分の落札額２１２万４千円を計

上いたしました。 
 ７款の財政調整基金繰入金は、歳入見込みから歳出見込みを差し引いた実質収支額の調整により、

増額計上するものでございます。 
 ９款諸収入の３項雑入は、記載しておりますとおり、各項目の確定により減額するものでござい

ます。 
 １０款の組合債は、第３表 地方債補正でご説明させていただいたとおりでございます。 
 次に、６２ページをお願いいたします。 
 歳出でございます。 
 １款議会費でございますが、今年度、議員研修は、甲府地区消防本部通信指令センターの施設を

視察したことにより、不用となりました経費を減額させていただいたものでございます。 
 ２款１項１目の一般管理費は、退職者３名の退職手当特別負担金の追加および支出見込みにおけ

る不用額の減額でございます。 
 ３目から５目の情報センター関連につきましては、各目の１２節、１３節で入札差金による減額、

その他支出見込みにおける不用額の減額でございます。 
 ６目の庁舎整備準備費でありますが、１２節委託料、１４節工事請負費においては、それぞれの

工事の進捗率および契約の差金等による減額でございます。 
 ３款１項１目消防総務費中、３節の職員手当等の減額は、災害時の対応を考慮する中で、年度末

までの支出見込みとさせていただいてございます。その他、２目の消防施設費、３目の消防共同指

令センター費を含めまして、それぞれの入札差金および支出の見込みにおける不用額の減額をさせ
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ていただいております。 
 ５款の諸支出金の１項基金費でありますが、歳入歳出の総額見込みによる残額の調整と後年度以

降の財源確保のため、１目の財政調整基金費に７，３６４万１千円、２目の消防施設整備基金費に

２１２万４千円を、それぞれ積み立てるものでございます。これによりまして、今年度末の基金残

高でございますが、財政調整基金費が１億４，８７６万５千円、消防施設整備基金費が８６２万円

となる見込みでございます。 
 ６６ページ以降は、給与費明細書がございますので、それぞれご覧いただきたいと思います。 
 次に、７８ページ、議案第８号 令和６年度情報センター特別会計補正予算（第２号）につきま

して説明させていただきます。 
 歳入歳出の総額にそれぞれ４０万１千円を追加し、総額を４，４４０万円とするものでございま

す。 
 ８４ページ、事項別明細書をお願いいたします。 
 歳入でございますが、２款の繰越金、前年度繰越金でございます。これを確定いたしまして、歳

出、２款諸支出金、１項１目情報センター財政調整基金に同額を積み立てるものであります。年度

末の基金残高は、４０万１千円となる見込みでございます。 
 次に、８８ページ、議案第９号をお願いいたします。令和６年度介護保険特別会計補正予算（第

２号）につきまして、説明させていただきます。 
 歳入歳出の総額をそれぞれ１，０４９万４千円減額し、総額を２億１，１０９万６千円とするも

のでございます。 
 ９４ページ、事項別明細書をお願いいたします。 
 歳入でございますが、１款介護保険収入、２款介護保険事業収入は利用者数精査によるものでご

ざいます。特に、特別養護老人ホームの平均利用者数が２９．５名から２９名、ショートステイに

おきましては３．２名から２．７名、デイサービス事業では１９名から１５．４名、当初見込みを

下回っております。 
 ９６ページ、歳出をお開きください。 
 各費目にわたり事業費の確定による減額を行っておりますが、１目施設総務費では、会計年度任

用職員の採用者の定着率が著しく低く、人件費の減額等、不用額を更正いたしました。その他入札

差金による減額、その他支出見込みにおける不用額の減額でございます。 
 ９７ページ以降は給与費明細をお付けしてございますので、後ほどご覧いただきたいと思います。 
 以上、説明とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

〇議長（秋山豊彦君） 
 提案理由および内容説明が終わりました。 
 これより議案第７号 令和６年度峡南広域行政組合一般会計補正予算（第４号）について、質疑

に入ります。 
 質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑なしと認めます。 
 これから討論を行います。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論なしと認めます。 
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 お諮りします。 
 本案は、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、本案は原案のとおり可決することに決しました。 
 次に議案第８号 令和６年度峡南広域行政組合情報センター特別会計補正予算（第２号）につい

て、質疑に入ります。 
 質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑なしと認めます。 
 これから討論を行います。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論なしと認めます。 
 お諮りします。 
 本案は、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、本案は原案のとおり可決することに決しました。 
 次に議案第９号 令和６年度峡南広域行政組合介護保険特別会計補正予算（第２号）について、

質疑に入ります。 
 質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑なしと認めます。 
 これから討論を行います。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論なしと認めます。 
 お諮りします。 
 本案は、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、本案は原案のとおり可決することに決しました。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（秋山豊彦君） 
   日程第１４ 議案第１０号 令和７年度峡南広域行政組合一般会計予算 
   日程第１５ 議案第１１号 令和７年度峡南広域行政組合情報センター特別会計予算 
   日程第１６ 議案第１２号 令和７年度峡南広域行政組合介護保険特別会計予算 

を一括議題としたいと思います。 
 ご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 



 １６

 異議なしと認めます。 
 したがって、議案第１０号から議案第１２号まで一括議題といたします。 
 提案理由および内容説明を求めます。 
 清野事務局長。 

〇事務局長（清野忍君） 
 １１０ページをお開きください。 
 議案第１０号 令和７年度峡南広域行政組合一般会計予算は、歳入歳出総額を３７億５，８４４万

８千円といたしました。 
 第１表として、歳入歳出予算を款、項にて明記させていただいております。 
 １１４ページの第２表をご覧ください。地方債でございます。 
 庁舎等整備事業として１３億９，０７０万円、消防広域化事業、これは指令センターの広域化に

伴うもので４億５，３７０万円を予定するものです。以下、記載のとおりでございますのでご覧い

ただきたいと思います。 
 次に事項別明細書、１１８ページをお開きください。 
 歳入でございます。 
 １款分担金及び負担金が、当組合の主たる歳入財源でございますが、１目組合費負担金１７億１，

５５６万８千円につきましては、組合各共同処理事業の運営費として負担金としていただいている

ものでございます。 
 ２目の業務システム運営費負担金４，４８６万１千円は、情報センターでの事業に係る経費で、

住基ネット、財務会計、戸籍、水道、国保等の構成町での各種業務システム９業務に係る負担金で

ございます。 
 ３目広域ネット運営費負担金７，１８２万６千円につきましては、行政系、学校系のインターネッ

ト環境の構築、光ケーブルの管理、セキュリティークラウドの構築等に係る負担金でございます。 
 １５０ページ、１５１ページ、ちょっと飛んで申し訳ありませんが、負担金の明細をご覧くださ

い。 
 それぞれ各構成町ごとの、事業費別負担金区分の表となっております。 
 １５０ページ、下段にあります、摘要欄をご覧ください。 
 字が小さくて大変申し訳ございませんが、組合費負担金の算出方法につきましては、事業に適応

した算出基礎となっております。それにより計上させていただいてございます。 
 時代によりまして、若干、割合のほうが変わることがございますが、幹事会、理事会等で細かく、

こちらのほうを精査させていただいているところでございます。 
 １１８ページにお戻りください。 
 １款分担金及び負担金のほか、主なものといたしまして、５款の財産収入、１項２目利子及び配

当金でございます。ふるさと市町村圏特別会計が令和５年３月３１日をもって廃止となり、以降、

国債等債券の償還期日までは、ふるさと市町村圏基金の運用益が収入として見込まれます。この収

入に関しましては、そのまま１３６ページの諸支出金に積立金として支出させていただく予定でご

ざいます。 
 ７款繰入金でございますが、１項１目財政調整基金繰入金６，０６９万３千円を予定いたしまし

た。財政調整基金繰入金に対します歳出は、新庁舎整備に係ります費用等の一般財源分といたして

おります。 
 １２０ページ、９款諸収入２項１目受託事業収入２１万９千円は、峡南医療センターの情報処理
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システム事業の受託分ということでいただいてございます。 
 ３項１目雑入をご覧ください。９９７万円でございますが、山梨県市町村総合事務組合より派遣

職員人件費分といたしまして４３４万円、救急に関わる高速自動車国道救急業務支弁金４３８万

８千円、防災ヘリ交付金４０万円のほか、団体保険事務手数料等でございます。 
 １０款組合債１項１目消防債１８億４，４４０万円でありますが、先ほど第２表 地方債で説明

いたしましたとおり、庁舎等整備事業と通信指令センターの広域化に伴うもので緊急防災・減災事

業債と防災事業分の一般でございますが一般事業債、それに地域活性化事業債を予定しております。 
 歳出につきましては、１２２ページ以降となります。 
 まず、１款議会費ですが、昨今の財政事情も勘案し、議員全員協議会で説明させていただきまし

たとおり、県外視察研修を取りやめ、県内視察研修の経費をこちらに計上させていただいてござい

ます。 
 ２款総務費、１項１目一般管理費でございますが、昨年と比較いたしまして１，４８３万４千円

の減でございます。主なものは、昨年度は職員の特別退職手当負担金３名分１，６２９万２千円の

計上をいたしましたが、本年度は退職予定者がいないことから減額となっています。その他１１節

役務費では、金融機関振込手数料、振込訂正手数料の増、１２節では会計年度任用職員を含む全職

員のストレスチェック診断委託料３３万円、次ページに移りまして、統合内部情報システム参加に

伴う財務会計等システム利用に係る経費の増、１３節使用料及び賃借料には組合ネットワーク機器

リース料が含まれております。１８節負担金補助及び交付金では、職員健康診断助成金の他、派遣

職員１名分の人件費等を計上させていただいております。 
 次に、２目厚生支援費でございますが、昨年と比較し１，５５６万８千円の増であります。給与

改定による職員人件費の増、１０節需用費では、消耗品費として引き続き、感染症対策の消毒液、

マスク、手袋の確保を行うための経費を計上させていただいております。また、１１節役務費中、

手数料でありますが、介護保険認定審査に付する主治医意見書作成手数料４，５４２件分、障害支

援区分医師意見書作成手数料１５４件分、介護認定Ｗｅｂ審査会用のライセンス料が含まれており

ます。また、１２節、１３節では標準化対応版認定審査会システム、アイラビット移行作業、標準

化対応版パソコン１４台分のリース料が増となっております。 
 １２６ページ以降、３目情報センター総務費でございます。予算額は、８，４１９万２千円であ

ります。職員１０名と会計年度任用職員１名の人件費が主なものとなっております。職員１０名の

うち１名につきましては、特別会計と業務按分にて計上させていただきました。そのほか、施設管

理、福利厚生に伴う経費、１８節負担金補助及び交付金には、職員の研修負担金を計上させていた

だいております。 
 次に、４目情報センター業務システム運営費に移らせていただきます。予算額４，４８６万１千

円の計上でございます。この目は情報センターの業務に係る経費でございまして、１２節委託料、

１３節使用料及び賃借料が主な支出でございます。１２節委託料では、記載のとおり、自治体中間

サーバプラットフォーム移行対応業務委託料８２万５千円等を計上しております。また、１３節使

用料及び賃借料には、業務システム運営に伴うシステムリース料や、保守料を計上させていただい

ています。 
 ５目は、情報センター広域ネット運営費でございます。予算額は７，１８２万６千円でありまし

て、１２節委託料では、教育系校務ゼロトラ構築設計委託料５９５万円を計上いたしました。この

ゼロトラストとは、情報漏えいや侵害からの保護、データへの不適切なアクセスの阻止等、クラウ

ドの普及により脆弱になったセキュリティー対策としての総合的な方策となってございます。 
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 ６目庁舎整備準備費は、１７億６４６万７千円であります。準備室の職員人件費、消防職１名、

財政担当職員１名、また再任用職員１名のほか、会計年度任用職員１名と建設工事の監督員として、

身延町の会計年度任用職員、一級建築士を持たれている方に週１日併任としてお願いし、配置した

ものでございます。 
 ２節から４節は職員３名分の人件費でございます。 
 １２節委託料は３，６２７万２千円を予定し、令和７年度は土木、建築監理、引っ越し費用のほ

か、山梨県建設技術センターに、工事の進捗に併せて専門的な見地での技術支援をお願いするため

の所要額でございます。 
 １４節工事請負費は１５億９，３８８万４千円を予定し、継続費として令和７年度は土木造成工

事、建築工事分を年割額として計上してございます。また、情報センターの移転に伴う、サーバラッ

ク内機器移設工事、光ケーブルの敷設工事、消防指令設備及び無線設備移転工事等を計上してござ

います。 
 １７節備品購入費につきましては、各所属での必要備品の購入を計上しております。また、新庁

舎サーバ室用サーバラック等も現在使用しているものと併せ、必要数を購入させていただくことと

なっております。この備品につきましては、基本的には、現在使用している机、椅子、ロッカー等

の備品を継続して使用させていただくことはもちろんですが、修理できるものにつきましては修理

させていただき極力そのまま使用する、その他の備品についての購入ということで考え方を統一し

ているものでございます。 
 また、１４８ページには、継続費についての令和６年度までの支出見込み及び当該年度以降の支

出予定額並びに事業の進捗状況等に関する調書を付けさせていただいております。令和７年度には、

完成する予定ということでございますので、また目をとおしていただければと思います。 
 １３１ページ、後段にお戻りください。 
 ７目の公平委員会費につきましては、物価の高騰による食糧費の単価の増による増額計上となり

ました。 
 また、２款２項１目監査委員費でございますが、２年に一度の先進地視察研修を県内に切り替え、

計上させていただいてございます。 
 続きまして、３款消防費の関係でございます。 
 １項１目消防総務費は、消防職員１１８名と会計年度任用職員１名、計１１９名の人件費に係る

経費が主なものとなっております。予算額は１０億６，８８４万９千円で、前年度と比較し、３，

７１４万８千円の増であります。 
 ２節から４節までの人件費は、給与改定および定期昇給分で３，１０８万円の増となっておりま

す。 
 １３４ページ上段、１８節負担金補助及び交付金では、派遣職員人件費をはじめ、はしご車共同

運用に係る負担金８０７万７千円などを計上させていただいております。 
 続きまして、２目消防施設費でございますが、予算額は５，４５０万２千円で、前年度と比較し、

５８２万４千円の増であります。令和６年度は、現有の資機材搬送車の更新計画を見直し、車両の

更新を控えましたが、３０年経過し不具合等の発生が多く見られるようになり、今回車両の更新に

踏み切ったものでございます。なお、緊急援助隊の指定等により、車両の配置を変更する措置も併

せて行い車両の長寿命化、適正運用に努めてまいります。 
 １３５ページ、４款の公債費をお願いいたします。 
 元金、利子合計で５，５１０万８千円でございます。説明欄に記載がございますが、平成２６年
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度借り入れました緊急防災・減災事業債による消防救急デジタル無線整備の償還が令和６年度終了

いたしました。令和７年度は水槽車、ポンプ車、水槽付きポンプ車、救助工作車、高規格救急車、

庁舎建設事業に伴う起債に加え、新たに山梨県国中消防指令業務等共同運用事業関連の起債を予定

してございます。全体では、４６９万３千円の減となっております。 
 ５款諸支出金につきましては、記載のとおりの計上となってございます。 
 １３８ページ以降は、給与費明細書を付けさせていただきました。 
 １３９ページ、（１）総括の職員数をご覧ください。 
 短時間勤務職員数をカッコの中に、また情報センターの基幹系業務システム関連職員と慈生園の

職員は特別会計でそれぞれ記載をさせていただいてございます。 
 全体の職員数が５名減となっておりますが、６０歳を迎え、定年延長制度を適用されずに定年前

に退職をされる予定の職員１名、その他就・退職による人数により５名の減となっております。こ

ちらにつきまして、また一般会計となりますのでよろしくお願いいたします。 
 続きまして、１５４ページをお開きください。 
 情報センター特別会計予算でございます。 
 歳入歳出総額を４，６３４万８千円といたしました。 
 １６０ページ、事項別明細書をお開きください。 
 歳入につきましては、１款繰入金から３款諸収入までの構成となっております。 
 １款１項１目他会計繰入金は、存目とし、一般会計との関連で繰り入れる必要が生じた場合に備

えてのものでございます。 
 ２款、３款１項につきましても存目でございます。 
 ３款２項１目の雑入４，６３４万５千円は、基幹系システム運営業務における職員６名、厳密に

言いますと、先ほど按分いたしました５．７名となりますが、その人件費等でございます。これは

山梨県市町村総合事務組合からの費用負担分となってございます。 
 １６１ページ以降、歳出でございますが、峡南５町および山中湖村の基幹業務システムに係る人

件費および基幹業務に係る運営費が主なものとなっております。この５．７名は、山梨県総合事務

組合との併任の職員として、業務を執り行ってまいります。 
 なお、人件費のほか、施設管理をはじめ、一般会計との按分による計上をさせていただいてござ

います。 
 １６２ページ以降は、給与費明細書を付けさせていただいておりますので、ご確認ください。 
 次に１７４ページになります。 
 議案第１２号 令和７年度峡南広域行政組合介護保険特別会計予算でございますが、歳入歳出総

額を２億１，４１１万１千円といたしました。 
 事項別明細書１８１ページをお開きください。 
 歳入でございますが、１款介護保険収入は介護保険事業に係る収入でありまして、１項は保険収

入、２項は利用者からの一部負担収入で構成されております。それぞれ１目は特別養護老人ホーム

部門の収入として、特養入所者３０名、ショートステイ利用者４名の定員に対しての収入、２目は

デイサービスに対する収入となっております。 
 ２款介護保険事業収入は、介護予防事業に係る収入でございまして、構成につきましては、今の

説明と同様でございます。 
 １款介護保険収入につきましては、国保連より２カ月遅れての収入となることから、１８２ペー

ジ、６款繰入金、１項１目の介護保険安定化基金繰入金に２，４００万円を計上し、４月、５月分
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の年度当初の運営費としての資金繰りをさせていただくものでございます。 
 １８３ページに移りまして、２目慈生園施設整備基金繰入金には２００万円を計上いたしました。

これは各費目の修繕料等の財源とするものでございます。 
 ７款繰越金は１００万円を見込んでございます。 
 次に、１８４ページからの歳出でございますが、１款民生費、１項１目施設総務費１億８，００８万

８千円は、職員１３名、短時間勤務の会計年度任用職員１５名の人件費関係と健康診断委託料、各

種負担金の全て、こちらに一括で計上させていただいております。 
 ２目の施設入所運営費７３０万７千円でございます。特別養護老人ホーム部門の施設維持に関す

る経費が主なものでございます。 
 ３目の施設入所処遇費は１，９１３万７千円でございます。特別養護老人ホーム部門の入所者の

処遇に関する経費が主なものでございます。１０節需用費中、賄材料費は１，１７９万円でござい

まして、特養入所者の食事の提供による支出で目全体の６１．６％を占めてございます。 
 ４目通所介護運営費は５１６万円でございます。デイサービス部門の経費となってございます。

２５名の定員でございますが、今年度の利用者の実績から計上させていただいてございます。 
 ２款１項１目介護保険安定化基金費でございますが、２２１万９千円を予定させていただいてお

ります。安定的な運営を目指してまいります。 
 以上、介護保険特別会計の説明とさせていただきました。 
 また、１８８ページ以降、給与費明細書がございますので、ご覧いただきたいと思います。 
 以上、令和７年度予算の詳細説明でございます。よろしくお願いいたします。 

〇議長（秋山豊彦君） 
 提案理由および内容説明が終わりました。 
 これより議案第１０号 令和７年度峡南広域行政組合一般会計予算について、質疑に入ります。 
 質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑なしと認めます。 
 これから討論を行います。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論なしと認めます。 
 お諮りします。 
 本案は、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、本案は原案のとおり可決することに決しました。 
 次に議案第１１号 令和７年度峡南広域行政組合情報センター特別会計予算について、質疑に入

ります。 
 質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑なしと認めます。 
 これから討論を行います。 
 討論はありませんか。 
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 （ な し ） 
 討論なしと認めます。 
 お諮りします。 
 本案は、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、本案は原案のとおり可決することに決しました。 
 次に議案第１２号 令和７年度峡南広域行政組合介護保険特別会計予算について、質疑に入りま

す。 
 質疑はありませんか。 
 （ な し ） 
 質疑なしと認めます。 
 これから討論を行います。 
 討論はありませんか。 
 （ な し ） 
 討論なしと認めます。 
 お諮りします。 
 本案は、原案のとおり可決することにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、本案は原案のとおり可決することに決しました。 

  ―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
〇議長（秋山豊彦君） 
   日程第１７ 閉会中の所掌事務調査の件を議題といたします。 

 各委員長から継続調査の申し出がありました。 
 お諮りします。 
 各委員長から申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることにご異議ありませんか。 
 （異議なし。の声） 
 異議なしと認めます。 
 よって、各委員長からの申し出のとおり、閉会中の継続調査とすることに決しました。 
 これをもって、本議会に付議されました案件の審議は全て終了いたしました。 
 よって、令和７年第１回峡南広域行政組合議会定例会を閉会いたします。 
 大変ご苦労さまでした。 

閉会 午前１１時２０分 
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